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・ 営業時間の表記を徹底する。（営業中，準備中などでも可。さらに○や × などの記号もつけるといい）
・お店のメニューには写真やイラストなどを使う。加えて，それぞれに番号をつければ日本語で書いて
あっても分かりやすくなる。
・お肉の種類（ポーク，チキンなど）を書くとよい。（絵でもよい）
・おはしを使えない外国人もいるので，スプーンやフォークなどを用意しておく。
・飲食店の入り口は料理の写真を示す。
・コンビニやトイレには授乳室とオムツ交換シートが必要。
・飲食店のメニューは日本語しかないためできれば，中国語，韓国語と英語など。
・街の掲示板は見にくいので，小さな絵があったほうがいい。 たとえばナイフ・フォークやトイレの
表示など。（図4）
・中国のクレジットカードである，銀聯（ギンレン）を使えるようにする。
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4.3.3　看板・案内板及びのデザイン案
図4　商店街の看板・案内図のデザイン案
出所：学生作成
５．種子島西之表市商店街インバウンド対策に関する教員の報告書
以上が学生の報告書である。以下に学生の報告書とは別に西之表市に提出した筆者による報告書1を，
重複を最小限に抑え，まとめたものを下に載せる。西之表市への提出と異なるもう一つの点は市の関係者
以外の人にとって馴染みのないことについては，説明を加えたことである。
鹿児島国際大学国際文化学部の祖慶ゼミでは，2017年度のゼミ活動の一環として種子島西之表市との共
同プロジェクトを行うことになった。今回の報告書はその活動のしめくくりとして，これまでに西之表市
での2回の調査（1度目は教員含め3人，2度目は教員含め8人）の報告である。また，これもプロジェクト
の一環であるが，同大学の大学祭において同市作成の「種子島観光・特産品アンケート調査」も行った。
本論文はインバウンドのみに絞り，参考までに資料として添付する。
5.1　プロジェクトの目的
このプロジェクトは西之表市との包括連携協定等に基づく連携事業で，国際化による地域振興・商店街
活性化を目的に行われた。具体的には外国人のインバウンド対策で，外国人が種子島及び西之表市を訪れ
た際に不便に思うことを取り除くため，方策を考えることである。このインバウンド対策のきっかけは新
海誠監督が2007年に「秒速5センチメートル」というアニメーション映画を製作し，その舞台が種子島だっ
たことから，作品中に描かれた場所を多くの人が訪れたことをきっかけにしている。また，直接的なきっ
かけは，このアニメを実写化するという中国の監督が現れたためで，多くの外国人が訪問するのであれば
不備な施設等を改善しなくてはいけない，とのことで，このインバウントプロジェクトが行われた。
調査のため，西之表市商店街の全体を車で回り，中心地は徒歩で実際に店舗に立ち寄り，調査した。10
月の調査は筆者も西之表市は初めてであったので，まずその概要を得ることとした。その情報を他の学生
に伝え，全員で検討し，12月の調査に臨んだ。
5.2　調査地点と調査・観察の結果
10月27日の調査では，観光客がまず立ち寄るであろうと思われるインフォメーションを起点に銀行，ホ
テル，温泉，本屋の外観を観察し，その通り沿いや裏手の店舗を訪れ店主に話を伺った。それに先立ち，
市役所の職員や市の活性化のために活動されている方々から話を伺い，また案内をしてくださった職員の
方の解説もあり，店主の活性化への取り組みはすぐに理解することができた。
その取り組みは，他大学等との様々な連携プロジェクトであり，その中には各種分野での最先端の取り
組みを含んでいる。資源利用や宇宙やアニメや映画に関することなどである。また，黒潮ベンチアートの
1  西之表市役所経済観光課に提出した報告書で，タイトルは「種子島西之表市商店街インバウンド対策に関する報告書」
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取り組みや店舗でのアート作品の展示等によりそれが良く表れている。黒潮ベンチアートとは，近くを黒
潮が流れる種子島を処々に楽しいベンチで明るくさせようという試みである。
デザイン化されたベンチは確かに町を散策する観光客にとって憩いの場で，旅を心地よいものとし，疲
れを回復させ，次の店を回ろうという気持ちにさせるものである。また，大会に出展されたアートが飾ら
れた店舗を遠くの地からわざわざ見るためにやって来る人もいると聞いた。それも，西之表市を訪れる動
機になるであろう。
しかしながら，このような取り組みも打ち消されてしまうほど，全体でみると観光客誘致の取り組みの
効果が薄く，大変にもったいないという印象を受けた。それは，観光と言う観点より根本的な部分にある
のであろう。全国的にも商店街が活気と言う点で困難を覚えている今日であるが，まず，全体に活気があ
まり感じられない。郊外に人口が流出していることも原因であろうが，人の往来が少なく，それに伴い商
店の活発な営業が見られない。調査地域以外にはにぎやかな地域もあるのであろうが，訪問した地域は寂
しい印象があった。
12月26日の調査場所は同地域であった。この時は学生の調査が中心であったので，教員は全体を概観す
ることにした。前回の調査と合わせて以下に気づいた点を記す。
１）種子島全体の取り組みを商店街と結びつける取り組みが今以上に求められる。上記のように西之表市
が島全体で行っていることは最先端の素晴らしいことが多くあるが，商店街と結びついていないのがほ
とんどのように見られる。一部，アートやアニメの取り組みが商店街にもあるが，数が少ない。商店街
にも小さなコーナーからでもその取り組みが有ると良いのではないかと思う。
２）人目に付くようなインテリアや飾り付けを行うと良いのではないだろうか。現在のままでは良い商品
があっても気づかないことも多いし，店に立ち寄ろうという気が起きないところも多い。
３）インバウンドも良いが，観光客一般の人にとっても必要なインフラ等の充実に努める必要があると思
われる。例えば，トイレ等の設備を必要だと思われるところには設置し，しかも利用しやすく，ある程
度心地良いものである必要がある。また，妊婦や乳児を抱える母親に対する対策も必要であろう。
４） ホテルのメニューも土地のものだけでなく，幅広い客の嗜好にも対応できることが望ましい。例えば，
バイキングでは魚料理だけでなく，肉の料理も加える等，経済的にも多くそろえるのは厳しいとは思う
が，多少増やして欲しい。
５）宗教的に豚肉を食することができない回教徒やベジタリアンにも対応可能であるかも確認したいとこ
ろである。（今回は尋ねることはできなかったが）
６）ホテルのフロントで外国人観光客のことを訪ねたところ，ほとんど外国の宿泊者はいないとのことで
あった。外国の客は民泊を利用することが多いからとのことであったが，郊外のイベントとの提携など
で呼び込む工夫が必要に思われる。
７）予算が乏しく，大規模な取り組みができないとは思うが，その場合でも今ある資源を利用する工夫が
必要であろう。多少の統一感のあるレトロの街並み等，何か特徴のある街並みや店舗にする試みが求め
られる。
以上が，インバウンド調査の報告書である。1月の末の提出であった。その間に，種子島観光に関する
調査を大学祭の期間中に大学で行ったが，その調査の結果は他の機会に報告することにし，本稿では割愛
する。
6．追加作業
上記報告書以外にインバウンド対策の成果品が必要であるとのことで，案内板の設置を目指すことに
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なった。調査前にインバウンド対策として必要であろうと想定していたものの一つに多言語案内板があっ
たからであるが，実際に現地で調査したところ，多言語での表示よりイラストの方が効果的ではないかと
の判断し，ゼミとしては前述のレポートを提出していた。しかしながら，西之表市の要望もあり，案内板
も試みることになり，原案に翻訳の追加及び修正をしたものが次にあげるイラストである（図5）。設置場
所はフェリー乗り場での案内板を想定した。
　 　
図5　追加修正のイラストの例
出所：学生作成
以上が案内板のためのアイディアであった。次の項目で，これまでの提案により作成された成果物を紹
介する。
7．プロジェクトの成果
以下の写真（図6～12）が2月中旬までに提出した作品をもとに西之表市によって作成された作品である。
予算の都合により案内板の作成はできなかったということで，案内のパンフレットになったそうである。
「外観だけでは，何の店なのかわからないところがほとんど」「ほぼ日本語の看板」「マップがあったが，
文字が多く，パッと見ただけでは何の店があるのか伝わりづらい」等の学生の報告をもとに作成されてい
る。マークに関しても報告書に載せたイラストも参考にしてあるようだ。「西町案内パンフレット（図6）」
と「東町案内パンフレット（図7）」はこれまでのパンフレットもそうであったが，両面のように思われる。
西之表市は東町と西町で二手に大きく分かれている。インバウンドマップ（図8・9）はパンフレットを拡
大したもので，これを見ると今まで何の店かわからなかったことや，Wi-Fi 等が利用できるか等の情報が
一目でわかるようになっている。案内板の代わりに作成したものはポスター（図10）と街灯に掲げたタペ
ストリ （ー図11）である。このように楽しくもあり，利便性もあるインバウンド対策になる品ができあがっ
たことは喜ばしいことである。これは，外国人のためだけではなく，これまで不便に思っていた日本人の
ためにも役にたつものである。
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図6　西町案内パンフレット
出所：西之表市
図7　東町案内パンフレット
出所：西之表市
図8　インバウンドマップ（上図3の表示図案） 図9　インバウンドマップ（商店の拡大図）
図10　ポスター
出所：西之表市
図11　 景観統一（インバウンド）
タペストリー
図12　商店での表示
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8．結論
今回のプロジェクトの成果として学生側が得られたことは以下の通りである。
１）学生にとって社会で実際に働く人々の考えや行動を知る良い機会となった。
２）学生にとってプロジェクトを通してしか得られないプロジェクト立ち上げや経緯，プロジェクトに関
する失敗談や成功例等を詳しく知ることができた。
自治体側が得られたことは以下の通りだと思われる。
１）同じ構成員だけだと新規の企画が浮かばないが，学生の予備知識無しで思いつく企画が自治体に新鮮
なものと受け止められたのではないかと思われる。
２）経済的なコストのことを考えると，学生に仕事を頼むことはかなりの節約になると思われる。
９．終わりに
学生と自治体との間で日程の調整が難しいところもあったが，1年間のプロジェクトとしては多くのこ
とがなされたと思う。また，学生にとっては社会と直接繋がっていない現実社会を短時間で深く学ぶこと
ができた。また，前述のようにお互いの長所を伸ばすことができたのは良かった。これからも，このよう
なプロジェクトが続くことを期待する。
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